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1. 研究の背景と目的 
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地球温暖化は，経済活動により温室効果ガスが排出

されることが原因である．温室効果ガスの大部分は二

酸化炭素であり，京都議定書で定められた排出削減目

標の達成に向けて，企業や自治体などが様々な取り組

みを行っている． 

近年注目されているバイオエタノールは，大気中の

二酸化炭素量を増やさないカーボンニュートラルの特

色を有する．また，再生可能なエネルギーであり，化

石燃料に代わる代替エネルギーの一つとされている． 

そこで本研究では，関東を対象として，未利用バイ

オマスである食品残渣，林地残材をバイオエタノール

化し，導入することによる CO2削減量を算定する． 

 

2. 国内のバイオマスの状況 

現在の日本には，かなりのバイオマスの賦存量が見

込まれている．しかし，まだ十分にバイオマスが認知

されておらず，収集が困難，効率の高い変換技術の開

発が不十分，事業の採算性の問題等により十分な活用

がなされていないなどの問題がある． 

バイオマス原料としては，一般的には木質系バイオ

マスを中心とした林産系原料，食糧，飼料などの生産

にかかわる農業系原料，人類，動物の生存活動の過程

で併産あるいは排出される，都市廃棄物，産業廃棄物

などがある． 

また，主な未利用バイオマスには家畜排せつ物，食

品廃棄物，廃棄紙，バルブ溶液，下水汚泥，林地残材，

農作物非食用部などがある． 

日本国内の主な未利用バイオマスの年間発生量およ

び賦存量を図 1，表 1に示す． 

 

図 1．未利用バイオマスの年間発生量と利用率 

表１．国内のバイオマスの賦存量と利用可能量 

 

 

3. バイオエタノールの導入 

現在，京都議定書の目標達成のため，輸送用燃料に

おけるバイオマスの利用として2010年度に原油換算50

万 kL のバイオ燃料を導入することになっている．しか

し，現時点では 21 万 kL の ETBE の導入が決まっている

のみで,これだけでは目標は達成できない． 

そのため，各地域でバイオエタノール導入等の実証

事業を行っている．地域における実証事業ではバイオ

エタノールの製造と，エタノール 3％混合ガソリン（E3）

の製造・流通・利用に係る実証事業が展開されている． 

本研究ではバイオエタノール製造の実証事業を参考

にし，調査を行った．今回参考にしたバイオエタノー

ル製造に伴う排出係数を表 2に示す． 

表 2．バイオエタノール製造時の排出係数 

　 食品残渣 林地残材 単位

3.81 3.86 kg-CO2/Lエタノール化（排出係数）
 

 

数値 単位
食品残渣（全国） 2200
食品残渣（関東圏） 652.8
林地残材（全国） 390
林地残材（関東圏） 23.62
食品残渣（全国） 1557.9
食品残渣（関東圏） 502.71
林地残材（全国） 19.8
林地残材（関東圏） 1.47

項目

国産バイオマスの賦存量

バイオマスの利用可能量

万t/y

万t/y
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